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＜初級編＞ 

 
クマ類  

 
羽澄俊裕 

１ ヒグマとツキノワグマ 
 

冬眠 
妊娠メスは２月に穴の中で出産 

200g通常２子 
 

２ クマ類の基本的な生態と保全の要点 

交尾期 
５月～７月 

飽食期 
冬眠に向けた栄養蓄積 

8月～12月 

クマ類のライフサイクル 
  （生理システムを転換して生きている） 地域差、年差、個体差 

穴入 11月～1月頭 
穴出 ３月～５月 

冬眠開けの採食 

■広く連続的な分布域を確保する 
• 密度 ０．５～１．５頭／km2 

• 600～2,000km2の連続的分布域が必要 
           （保全生物学1,000頭の集団を担保） 
• 小規模孤立の回避を重視 
 

■奥山の森林再生 
• 秋の飽食期の食物供給を奥山で担保する 

 

■総捕獲数を抑制する 
• できるだけ捕獲数を抑制する方向で対処する。 

  

クマ類の保全の要点 

棲み分ける：   
  ゾーニング管理 

奥山 

バッファ－ 排除地域 

大量出没現象にも予防的に対処する。 

農地    
    市街地 

主たる生息地 

ツキノワグマの全国分布情報 
（2012年現在） 



狩猟技術の継承
体制が壊れる 

クマハギ 

総捕獲数管理 
 

捕獲数の抑制的管理 
にあたっての 
捕獲数の目安 

モニタリングの調査設計 



保護計画か管理計画か 

保護管理の体制作り 
 
P 計画の作成 
D 対策の実行 
   捕獲、生息環境整備、被害防除   
   の実行体制 
C 評価 
   モニタリングの実行体制 
A 計画の見直し 

捕獲の計画 

ゾーニング
の作業 


